
然
リ
況
ソ
ャ
文
明
ノ
民
二
於
テ
オ
ヤ
素
ョ
リ
天
然
ノ
成
品
二
甘
ソ
セ
ス
必
ス

人
為
ノ
巧
術
ヲ
加
へ
美
ハ
益
美
卜
為
シ
以
テ
其
債
値
ヲ
増
シ
一
器
ノ
微
千
金

ヲ
致
ス
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
箱
甕
二
彫
刻
二
金
工
漆
工
陶
磁
器
織
物

等
ノ
諸
般
ノ
美
術
工
藝
品
二
於
ケ
ル
皆
然
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
乃
チ
用
ヲ
利
シ
生

ヲ
厚
ク
シ
内
ハ
以
テ
國
産
ノ
債
値
ヲ
増
シ
外
ハ
以
テ
其
販
路
ヲ
擦
メ
民
人
ヲ

利
益
シ
家
國
ヲ
富
庶
ニ
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
シ
是
ヲ
以
テ
國
家
二
於
テ
美
術
工
藝

ヲ
振
興
セ
シ
ム
ル
ト
共
二
其
根
披
タ
ル
美
術
教
育
ヲ
完
整
セ
、
ソ
ム
ル
コ
ト
質

ニ
緊
要
卜
為
ス
ナ
リ

然
リ
而
テ
國
家
二
於
テ
美
術
教
育
ヲ
奨
勘
保
護
ス
ル
ハ
敢
テ
今
日
二
防
マ
ル

ニ
非
ス
本
邦
二
於
テ
モ
古
来
歴
世
書
所
ノ
設
ケ
ア
リ
テ
朝
廷
二
於
テ
之
ヵ
奨

動
保
護
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
歴
史
上
顕
著
ナ
ル
所
ニ
シ
テ
之
ヲ
支
那
二
徴
ス
ル
モ

歴
代
エ
部
ノ
官
霊
院
ノ
制
ア
リ
テ
大
二
之
ヲ
振
張
シ
タ
リ
又
佛
國
二
於
テ
ハ

國
立
美
術
学
校
図
立
製
浩
所
等
ノ
施
設
ア
リ
テ
之
力
奨
励
保
護
二
留
意
ス
ル

コ
ト
年
既
二
久
シ
ク
其
美
術
工
藝
ヲ
以
テ
一
大
富
源
卜
為
ス
モ
偶
然
ニ
ア
ラ

ス
現
今
同
國
二
於
テ
國
立
特
別
美
術
學
校
國
立
装
飾
學
校
國
立
檜
甕
少
女
學

校
特
別
建
築
學
校
井
諸
縣
美
術
學
校
及
甕
學
校
等
ノ
為
メ
ニ
年
々
九
十
四
万

二
千
八
百
余
佛
ノ
巨
額
ノ
図
費
ヲ
支
出
セ
リ
其
他
伊
國
普
國
等
二
於
テ
モ
美

術
教
育
二
費
ス
所
宜
二
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
為
ス
而
シ
テ
今
日
東
京
美
術
學
校
ノ

如
キ
ハ
其
費
用
甚
僅
少
ニ
シ
テ
之
ヲ
歌
洲
諸
邦
ノ
奨
勘
保
護
ノ
宏
大
ナ
ル
ニ

比
ス
レ
ハ
其
懸
隔
ノ
甚
シ
キ
ヲ
見
ル
ヘ
シ
是
目
下
本
邦
財
政
上
ノ
情
勢
等
已

ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
因
ル
ト
雖
モ
将
来
ノ
期
圏
ス
ヘ
キ
所
固
ョ
リ
此
二
止
マ
ル
ヘ

キ
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
漉
次
之
ヲ
擦
充
ヲ
計
リ
以
テ
美
術
教
育
ノ
款
備
ヲ
圏
ラ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

今
該
校
ノ
ニ
十
三
年
度
鰹
費
ヲ
畢
ク
レ
ハ
國
庫
支
出
金
一
万
七
千
五
百
圃
諸

収
入
一
万
一
千
九
百
餘
薗
ニ
シ
テ
教
員
職
員
生
徒
ノ
敷
ハ
教
員
二
十
三
人
職

員
十
人
職
工
五
人
生
徒
百
十
六
人
内
普
通
科
二
年
生
六
十
二
人
普
通
科
一
年

生
五
十
四
人
本
年
九
月
新
二
六
十
人
ヲ
入
學
七
シ
メ
ソ
ト
ス
而
シ
テ
生
徒
未

タ
専
修
科
二
進
入
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
本
年
十
月
二
於
テ
普
通
科
ヲ
卒
ヘ

ル
ヘ
キ
者
ア
ル
ヲ
以
テ
将
二
専
修
科
ヲ
開
始
セ
ソ
ト
ス
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
該
校

ハ
一
所
ニ
シ
テ
縮
壷
彫
刻
建
築
及
美
術
工
藝
ノ
諸
科
ヲ
包
括
シ
テ
教
授
ス
へ

キ
ヲ
以
テ
自
ッ
カ
ラ
事
業
繁
術
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
且
其
校
舎
教
員
ョ
リ
古
今

名
品
ノ
参
考
品
及
工
場
其
他
製
作
ノ
材
料
等
二
至
ル
マ
テ
諸
般
ノ
設
備
ヲ
要

シ
随
テ
多
費
ヲ
要
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
但
便
宜
美
術
品
製
作
ノ
依
嘱
二
應
シ
精
良

ノ
製
作
ヲ
為
シ
一
ハ
以
テ
生
徒
ノ
練
習
二
資
シ
一
ハ
以
テ
工
場
経
済
ノ
一
分

ヲ
補
ハ
ソ
ト
ス
ト
雖
モ
素
卜
生
徒
ノ
練
習
二
資
ス
ル
ヲ
以
テ
主
要
卜
為
ス
コ

ト
ナ
レ
ハ
固
ョ
リ
逮
二
其
入
ヲ
以
テ
其
出
ヲ
償
フ
能
ハ
ス
惟
目
下
二
於
テ
ハ

鰹
費
既
定
ノ
額
ア
リ
テ
十
分
ノ
施
設
ヲ
為
シ
難
キ
ヲ
以
テ
非
常
ノ
差
繰
ヲ
加

ヘ
幾
二
目
前
ノ
急
務
ヲ
措
解
ス
ル
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
ミ

②

楠
公
銅
像

・
依
嘱
製
作
事
業
の
開
始

本
年
報
上
に
記
載
は
無
い
が
、
本
校
ほ
明
治
二
十
三
年
四
月
に
楠
公
銅
像
つ

ま
り
宮
城
前
に
あ
る
楠
正
成
乗
馬
銅
像
の
製
作
を
依
嘱
さ
れ
、
こ
こ
に
、
第
二

次
大
戦
頃
ま
で
続
く
依
嘱
製
作
事
業
が
始
ま
っ
た
。
依
嘱
製
作
と
は
実
験
製
作

の
別
称
で
あ
り
、
校
外
か
ら
依
嘱
さ
れ
た
製
作
を
教
員
に
担
当
さ
せ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
普
通
は
こ
の
名
称
の
方
が
用
い
ら
れ
た
。
該
事
業
の
目
的
は
上
記
「
説

明
東
京
美
術
学
校
」
中
の
運
営
上
の
要
点
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り

で
、
教
員
を
精
良
の
製
作
に
従
事
せ
し
め
、
生
徒
に
見
学
さ
せ
、
研
究
、
教
育

の
効
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
世
間
に
対
し
て
美
術
の
品
位
、
模
範
を
示
す
こ
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と
に
あ
っ
た
。

該
事
業
の
そ
も
そ
も
の
発
端
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
美
術
局
設
置

運
動
の
頃
に
胚
胎
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
岡
倉
ら
は
美

術
局
設
置
と
と
も
に
美
術
学
校
附
設
製
造
所
を
設
け
、
美
術
学
校
卒
業
生
を
入

所
さ
せ
て
一
人
前
に
な
る
ま
で
修
業
さ
せ
る
と
い
う
計
画
を
持
っ
て
い
た
が
、

実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
依
嘱
製
作
事
業
と
い
う
か
た
ち
で
計
画
を

実
行
に
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

該
事
業
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
四
年
以
降
の
年
報
に
依
嘱
品
名
の
記
載
が

あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
内
容
が
把
握
で
ぎ
る
。
な
お
、
明
治
二
十
二
年
七
月
二

十
日
付
『
東
京
日
々
新
聞
』
に
は
「
同
校
（
東
京
美
術
学
校
）
に
て
ハ
明
年
よ
り

川崎千虎 「楠公銅像材料」表紙

人
民
よ
り
の
依
頼
に
應
じ
岡
饗
彫
刻
等
の
模
型
品
を
製
造
せ
し
め
ん
と
目
下
其

規
則
を
取
調
べ
居
る
よ
し
」
と
あ
り
、
事
業
開
始
に
先
立
っ
て
規
則
も
作
ら
れ

た
よ
う
だ
が
、
現
存
す
る
の
は
後
世
に
制
定
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
。

次
に
楠
公
銅
像
製
作
の
経
緯
を
述
べ
て
お
く
。
こ
れ
は
大
阪
の
住
友
家
が
別

子
銅
山
開
坑
二
百
周
年
記
念
と
し
て
別
子
の
産
銅
を
用
い
た
大
銅
像
を
天
皇
に

奉
献
し
よ
う
と
願
い
出
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
当
初
は
宮
城
正
門
外
広
場
に

建
て
る
こ
と
の
み
決
ま
っ
て
い
て
、
主
題
は
未
定
と
さ
れ
て
い
た
。
建
設
計
画

の
プ
レ
ー
ソ
と
な
っ
た
の
は
九
鬼
隆
一
で
あ
る
。
九
鬼
は
先
ず
銅
像
の
図
案
募

集
を
行
っ
た
。
左
記
は
明
治
二
十
二
年
七
月
に
発
表
し
た
募
集
要
項
で
、
そ
の

前
に
行
っ
た
募
集
の
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
再
度

同上の一部

依嘱製作楠公銅像木型製作記念

左より新納忠之介， 山田鬼斎，高村光雲，石

川光明，一人おいて亀田徳太郎，黒岩淡哉。

右より新海竹太郎， 一人おいて後藤貞行。

第 3窪 草 創 期 178 



募
集
し
た
。岡

案
募
集

皇
城
門
外
立
像
募
集
の
事
ハ

、
既
に
世
人
の
知
る
所
な
る
が
、
此
の
事
に
つ

き
て
ハ

、
最
初
三
重
縣
よ
り
立
派
な
る
圏
案
を
さ
し
い
だ
し
、
顧
問
官
中
に

も
之
を
賛
成
せ
ら
る

u
方
も
あ
り
て
、
遂
に
奏
上
の
手
絞
に
及
は
れ
た
り
、

然
る
に
そ
の
園
案
、
二
重
橋
の
入
口
に
跨
り
て
神
武
天
皇
が
軍
馬
に
め
さ
せ

給
ひ
た
る
所
な
る
よ
り
、
天
皇
陛
下
ハ
叡
翌
ま
し
／
＼
て
、
此
の
固
一
点
の

批
難
す
べ
き
所
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
近
時
外
交
の
道
漸
く
そ
の
歩
を
進
め
、
追

々
諸
交
際
國
の
帝
王
の
来
遊
も
あ
る
べ
き
に
、
朕
が
祖
先
に
も
せ
よ
其
馬
足

の
下
を
歩
み
て
宮
城
に
入
ら
し
め
ん
に
は
交
際
上
如
何
あ
ら
ん
と
の
た
ま
ひ

I ・ 11~ 
I ik. ------—- --— ・

楠公銅像の図案
明治26年 8月25日 『国会新聞』より転載）

（
『
美
術
薗
』
第
十
一
号
。
明
治
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日
）

一
賞
金
を
得
た
る
園
案
ハ
、
必
す
し
も
宜
地
製
作
に
用
ひ
さ
る
も
の
と
す
、

一
銅
像
ハ
中
世
以
来
本
邦
歴
史
上
に
、
著
大
の
開
係
を
有
す
る
人
臣
の

像
、
若
く
ハ
國
謄
を
代
表
す
べ
き
、
相
像
的
の
人
物
た
る
へ
し
、

一
銅
像
の
大
さ
ハ
、
皇
城
正
門
外
廣
場
中
央
に
装
置
す
る
に
適
嘗
と
認
む

る
を
以
て
度
と
す
べ
し
、

一
圏
案
ハ
全
く
自
己
の
考
案
に
出
て
さ
る
べ
か
ら
ず
、

一
圏
案
ハ
成
る
べ
く
正
確
に
認
め
、
大
小
高
低
を
明
に
す
る
を
要
す
、

一
圏
案
ハ
一
人
に
て
敷
枚
を
出
す
も
妨
け
な
し
、

一
圏
案
ハ
来
月
二
十
日
迄
に
嘗
舘
に
送
付
す
る
も
の
と
す
、

一
岡
案
ハ
鑑
査
の
上
、
最
も
優
等
な
る
も
の
ハ

、
金
五
拾
圃
を
贈
典
す
へ

し
、 明

治
廿
二
年
七
月

帝
國
樽
物
舘
総
長

日
本
美
術
協
會
々
頭

九
鬼
隆

佐
野
常
民
殿

け
れ
ば
、
列
坐
の
人
々
一
同
恐
縮
し
、
額
に
汗
す
る
も
の
も
あ
り
し
と
か
、

爾
来
聖
意
を
奉
戴
し
、
廣
く
岡
案
を
募
る
に
至
り
た
る
な
り
と
、
仄
に
承

り
及
び
ぬ
、
今
九
鬼
博
物
舘
穂
長
よ
り
同
事
に
つ
き
て
日
本
美
術
協
會
へ
照

會
せ
ら
れ
た
る
書
面
は
左
の
如
く
な
り

今
般
皇
城
正
門
外
廣
場
中
央
に
、
銅
像
を
装
置
せ
ら
る
へ
き
趣
に
付
、
常

舘
に
於
て
、
左
記
の
制
限
に
由
り
、
岡
案
を
懸
賞
募
集
取
線
候
間
、
貴
會

員
中
、
御
勧
誘
相
成
、
考
案
差
出
相
成
候
様
致
度
右
ハ
皇
城
、
装
厳
の
一

に
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本
邦
美
術
の
摸
範
た
る
へ
き
も
の
に
付
、
氣
格

形
相
ハ
成
る
へ
く
森
厳
を
旨
と
せ
ら
れ
度
、
此
段
併
せ
て
申
進
候
也
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こ
の
よ
う
な
企
画
に
対
し
、
東
久
世
通
藷
、
伊
達
宗
城
、
松
平
確
堂
ら
日
本

美
術
協
会
所
属
の
名
士
は
銅
像
建
設
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
が
、
九
鬼
は
そ
れ

を
論
破
（
「
美
術
に
関
す
る
九
鬼
氏
の
意
見
」
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日

『朝
野
新

聞
』
）
し
て
こ
と
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
岡
倉
秋
水
、
川
端
玉
章
作
の
楠
正
成
乗

馬
像
図
案
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
図
案
は
さ
ら
に
川
崎
千
虎
に
よ
る
線
密
な
考

証
（
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『楠
公
銅
像
材
料
』
参
照
）
に
基
づ
い
て
修
正
さ
れ
、

完
成
し
、
次
い
で
本
校
に
製
作
が
依
嘱
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
二
十
四
年

四
月
、
高
村
光
B
一そ
の
他
が
正
式
に
製
作
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
ほ
か
に

加
納
夏
雄
（
太
刀
の
木
型
の
製
作
に
協
力
）
そ
の
他
教
官
た
ち
も
協
力
し
て
、
十

年
後
の
同
一
―
―
十
三
年
七
月
に
竣
工
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

楠
公
銅
像
製
作
は
依
嘱
製
作
事
業
の
発
端
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
岡
倉
覚

三
の
彫
刻
振
興
計
画
の
発
端
と
し
て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
倉
の
彫

刻
振
興
計
画
は
彼
の
『
国
華
』
発
刊
の
辞
（
明
治
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日
）
の
中

に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

彫
刻
ノ
過
去
ヲ
論
ス
レ
ハ
亦
箱
甕
卜
其
趨
降
ヲ
同
ク
セ
シ
カ
如
シ
而
シ
テ
現

今
ノ
彫
刻
二
至
リ
テ
ハ
ニ
三
名
家
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
概
ネ
拙
劣
ノ
佛
師
二
非
サ

レ
ハ
施
俗
ノ
宮
大
エ
ナ
リ
緞
巧
ノ
象
牙
細
工
二
非
サ
レ
ハ
卑
晒
ノ
根
付
彫
師

函
i
]

タ
ル
ニ
過
キ
ス
未
夕
曾
テ
健
腕
大
作
ヲ
削
剣
セ
ル
者
ヲ
見
ス
故
二
務
テ
名
エ

ヲ
提
醒
シ
彫
刻
ノ
題
旨
、
材
料
ノ
檄
張
ヲ
促
カ
サ

、
ル
ヘ
カ
ラ
ス
定
朝
、
安

阿
蒲
力
佛
菩
薩
ノ
相
好
二
盛
シ
タ
ル
精
神
ヲ
以
テ
之
ヲ
忠
臣
義
士
ノ
肖
像
ニ

應
用
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
僧
伽
藍
摩
ヲ
装
飾
シ
タ
ル
巧
手
ヲ
以
テ
公
堂
公
園
ヲ

装
飾
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
窺
二
聞
ク
宮
城
正
門
ノ
外

二
本
邦
中
世
以
来
歴
史

上
二
著
大
ノ
閥
係
ヲ
有
ス
ル
名
臣
ノ
銅
像
若
ク
ハ
図
盟
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
想
像

的
人
物
ノ
銅
像
ヲ
装
置
き
フ
レ
ソ
ト
ス
又
聞
ク
所
二
披
レ
ハ
明
治
中
興
ノ
偉

業
ヲ
笠
シ
タ
ル
國
家
元
勲
ノ
肖
像
ヲ
彫
刻
シ
テ
後
世
二
偲
ヘ
ソ
ト
ス
ル
ノ
計

画
ヲ
抱
ク
モ
ノ
ア
リ
ト
元
寇
紀
念
碑
ノ
設
置
、
日
本
新
聞
ノ
懸
賞
問
題
ノ
如

キ
ハ
皆
以
テ
世
人
力
歴
史
人
物
ノ
彫
像
ヲ
渇
望
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
證
ス
ル

ニ
足
レ
リ
而
シ
テ
材
料
ノ
貼
ョ
リ
之
ヲ
親
レ
ハ
南
都
一
ー
一
月
堂
、
戒
培
院
等
ニ

存
在
ス
ル
乾
漆
泥
塑
ノ
製
作
法

ハ
彫
刻
ノ
好
材
料
ニ
シ
テ
頗
ル
室
内
装
飾
ニ

便
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ
現
在
錨
銅
着
色
ノ
法
二
至
テ
ハ
本
邦
ノ
最
モ
得
意
卜

ス
ル
所
ナ
リ
ト
雖
モ
其
緻
密
ハ
未
夕
正
倉
院
ノ
賽
鏡
、
春
日
神
社
ノ
華
厳
磐

ニ
及
ハ
ス
其
雄
麗
ハ
蟹
満
寺
ノ
繹
迦
、
薬
師
寺
ノ
金
堂
三
尊
二
及
ハ
ス
宜
シ

ク
古
ヲ
考
へ
以
テ
今
ヲ
利
ス
ル
ノ
策
ヲ
施
ス
ヘ
キ
ナ
リ

つ
ま
り
、
衰
微
の
極
に
あ
る
わ
が
国
の
彫
刻
を
振
興
す
る
に
は
、
日
本
彫
刻

の
流
れ
を
汲
む
名
工
を
提
醒
し
、
題
旨
、
材
料
の
拡
張
を
促
進
し
て
過
去
に
お

け
る
よ
う
な
健
腕
大
作
を
な
さ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
題
旨
に
つ
い
て

は
か
つ
て
の
仏
教
彫
刻
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
国
家
的
偉
人
の
肖
像
彫
刻
な
い

し
は
公
的
施
設
の
装
飾
の
方
面
を
開
拓
す
べ
き
で
あ
り
、
材
料
に
つ
い
て
は
古

来
の
乾
漆
や
泥
塑
の
製
作
法
、
鋳
銅
着
色
法
等
、
優
れ
た
技
法
を
現
代
に
生
か

す
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
題
旨
の
拡
張
に
関
連
し

て
述
べ
て
い
る
四
つ
の
計
画
の
う
ち
、
宮
城
正
門
外
の
銅
像
と
は
楠
公
銅
像
で

あ
り
、
国
家
元
懃
の
肖
像
と
は
西
郷
隆
盛
銅
像
や
大
村
益
次
郎
銅
像
で
あ
り
、

元
寇
紀
念
碑
と
は
日
蓮
上
人
銅
像
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
新
聞
の
懸
賞
問
題
と

い
う
の
は
竹
内
久
一
作

「
神
武
天
皇
像」
、
山
田
鬼
斎
作
「
護
良
親
王
乗
馬
像
」

と
し
て
実
を
結
ぶ
企
画

(153
頁
参
照
）
を
さ
す
。
岡
倉
は
彫
刻
振
興
策
の
梃
子
と

し
て
こ
れ
ら
の
企
画
を
熱
心
に
進
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
で
も
木
彫
で
あ
る

た
め
最
も
早
く
完
成
し
た
「
神
武
天
皇
像
」
と
「
護
良
親
王
乗
馬
像
」
と
の
二
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大
作
は
明
治
二
十
―
―
―
年
の
第
一
一
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
岡
倉
の
意

図
し
た
と
お
り
に
彫
刻
界
に
少
な
か
ら
ざ
る
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
附
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
大
村
益
次
郎

銅
像
で
あ
る
。
こ
の
銅
像
は
明
治
時
代
の
記
念
銅
像
の
嘴
矢
と
さ
れ
て
お
り
、

事
実
、
楠
公
銅
像
な
ど
よ
り
も
遥
か
に
早
く
明
治
十
七
年
五
月
に
企
画
の
発
案

が
な
さ
れ
た
。
翌
十
八
年
、
大
熊
氏
広
が
制
作
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
大
熊
は

そ
の
た
め
に
ョ
ー
ロ
ッ

。ハ
ヘ
留
学
。

帰
国
し
て
二
十
三
年
八
月
か
ら
原
型

（石

齊
）
制
作
に
着
手
し
、

翌
二
十
四
年
六
月
に
は
小
石
川
の
砲
兵
工
廠
内
平
岡
工

場
で
鋳
造
に
取
掛
か
り
、
翌
年
七
月
に
完
成
し
た
。
九
段
の
靖
国
神
社
境
内
に

建
立
さ
れ
落
成
式
を
あ
げ
た
の
は
翌
二
十
六
年
二
月
五
日
で
あ
る
。
そ
の
プ
ラ

ソ
、
原
型
制
作
、
鋳
造
に
至
る
ま
で
大
熊
氏
広
の
効
に
帰
す
べ
き
も
の
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
、
近
年
発
見
の
左
記
文
書

（
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

本
校
が
初
期
の
段
階
で
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

拝
啓
銅
像
圏
面
落
掌
仕
、
取
紛
れ
未
夕
実
物
現
場
ヲ
一
覧
不
致
候
得
共
過
日

彫
刻
師
竹
内
久
遠
氏
其
他
ノ
校
員
ヲ
派
シ
取
調
候
慮
、
長
キ
銅
柱
ハ
到
底
保

存
ノ
為
メ
不
都
合
二
可
有
之
三
條
公
ノ
書
ハ
既
二
見
事
二
鋳
造
相
成
候
ニ

付
、
之
ノ
ミ
ヲ
存
し
て
製
作
砂
度
趣
二
御
座
候
。
将
又
銅
像
製
作
費
ノ
事
過

日
大
略
申
上
置
候
慮
更
二
精
密
二
取
調
フ
ル
ニ
矢
張
八
尺
ニ
テ
取
付
費
用
ヲ

〔
不
朋
〕

除
キ
五
千
圃
口
要
シ

一
丈
二
相
成
候
テ
ハ
此
上
二
三
千
円
ノ
増
加
ヲ
必
須
と

致
候
。
右
御
含
相
成
度
以
上
ノ
儀
二
付
猶
拝
晒
ノ
上
篤
と
申
出
度
何
日
頃
御

「不
明
〕

都
合
宜
敷
候
哉
御
垂
示
口
仰
彦
候
先
ハ
御
意
ヲ
得
度
草
々
頓
首

明
治
廿
三
年
七
月
十
四
日
岡
倉
覚
一
一
一拝

賀
茂
水
穂
殿
侍
史

こ
れ
は
賀
茂
水
穂
（
天
保
十
一
年
1
明
治
四
十
二
年
。国
学
者
。靖
国
神
社
宮
司
）
宛

て
に
岡
倉
覚
一
二
が
差
し
出
し
た
書
簡
で
、
筆
跡
は
岡
倉
以
外
の
代
筆
で
あ
る
。

文
面
に
は
た
だ
銅
像
と
あ
る
の
み
で
、
大
村
益
次
郎
銅
像
と
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
当
時
、
賀
茂
は
「
故
大
村
兵
部
大
輔
銅
像
建
築
委
員
総
代
」
と
し
て
該

銅
像
建
設
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
と
、
右
書
簡
が
該
銅
像
関
係
文
書
類

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
大
村
益
次
郎
銅
像
製
作
に
つ

い
て
の
照
会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

。
銅
像
の
図
面
を
受
け
取
っ
た
こ

と
、
竹
内
久
遠
（
久
一
）
そ
の
他
の
校
員
を
「
実
物
現
場
」
に
派
遣
し
て
種
々

取
調
べ
さ
せ
た
こ
と
、
銅
像
製
作
費
等
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
三
年
中
に

は
上
記
の
楠
公
銅
像
の
ほ
か
に
帝
国
博
物
館
か
ら
仏
像

模
刻
の
依
嘱
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
。

③

帝
博
の
模
写
、
模
刻
事
業
と
本
校

東
京
国
立
博
物
館
に

は
岡
倉
校
長
時
代
に
本
校
の
生
徒
や
卒
業
生
、
教
官
た

ち
が
制
作
し
た
古
画
や
古
彫
刻
の
模
写
、
模
刻
作
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
制
作
は
博
物
館
の
側
か
ら
い
え
ば
帝
国
博
物
館
美
術
部
が
明
治

二
十
三
年
よ
り
五
ヶ
年
計
画
で
始
め
た
模
写
、
模
刻
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
方
、
本
校
の
側
か
ら
い
え
ば
古
美
術
研
究
と
い
う
教
育

目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
帝
博
美
術
部

長
を
兼
任
し
て
い
た
岡
倉
校
長
の
一
石
二
鳥
を
狙
う
巧
妙
な
計
画
が
生
み
出
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
時
、
帝
博
は
陳
列
品
拡
充
の
必
要
が
あ
り
、

館
外
の
名
品
を
模
写
、
模
刻
し
て
こ
れ

に
充
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
岡
倉
校
長

は
こ
の
機
に
乗
じ
て
制
作
を
本
校
で
引
受
け
、
本
校
の
少
額
予
算
で
は
成
し
得

な
い
研
究
、
教
育
の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
制
作
の
概
況
は
東
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